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高
齢
社
会
の
歯
科
を
学
ぶ

署
名
紹
介
議
員
の
承
諾
を
要
請

３月度生涯研

３・28国会行動

口
腔
ケ
ア
の
最
新
治
療

10
％
へ
の
消
費
増
税
撤
回
を

根管の解剖学的特徴を
解説する木ノ本氏（西
部南部地区総会記念講
演）＝３月10日、Ｍ＆
Ｄホール

水を使わない口腔ケア
を解説する角氏＝３月
17日、Ｍ＆Ｄホール

　

臨
床
学
術
部
は
３
月
17

日
、「
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

と
最
新
の
治
療
―
口
腔
ケ
ア

時
の
誤
嚥
予
防
を
考
慮
し
た

『
水
を
使
わ
な
い
口
腔
ケ

ア
』」
を
テ
ー
マ
に
３
月
度

生
涯
研
修
講
座
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
開
い
た
。
角
保
徳
氏

（
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
歯
科
口
腔
先
進
医
療
開

発
セ
ン
タ
ー
長
）
を
講
師
に

86
人
が
参
加
し
た
。

　

角
氏
は
、
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
歯
科
医
療
に
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
て

い
る
と
し
、「
治
療
中
心

型
、
す
な
わ
ち
歯
の
形
態
回

復
の
歯
科
治
療
の
需
要
は
今

後
減
少
す
る
。
高
齢
化
社
会

で
は
口
腔
機
能
の
維
持
と
回

復
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら

将
来
の
歯
科
医
療
は
大
き
く

変
化
す
る
」
と
強
調
。「
歯

科
医
療
が
従
来
の
治
療
中
心

型
で
は
歯
科
医
療
費
の
伸
び

は
望
め
な
い
。
高
齢
者
の
医

療
と
介
護
に
歯
科
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
分
野

に
歯
科
は
積
極
的
に
参
入
し

て
い
く
べ
き
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
角
氏
は
要
介
護
者

へ
の
口
腔
ケ
ア
に
お
い
て
水

を
使
わ
な
い
利
点
を
解
説
。

「
水
で
洗
浄
す
る
口
腔
ケ
ア

で
は
誤
嚥
性
肺
炎
起
炎
菌
を

含
む
汚
染
さ
れ
た
水
を
患
者

が
誤
嚥
す
る
リ
ス
ク
が
極
め

て
高
い
。
ジ
ェ
ル
を
口
腔
内

に
塗
布
し
、
汚
れ
を
柔
ら
か

く
し
て
絡
め
取
り
、
吸
引
嘴

管
で
吸
い
取
る
方
法
で
あ
れ

ば
誤
嚥
を
予
防
で
き
る
」
と

説
明
し
た
。「
水
を
使
わ
な

い
専
門
的
口
腔
ケ
ア
は
道
具

と
方
法
が
確
立
し
て
お
り
、

手
順
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
」
と
し
た
。

（
東
大
阪
市
・
西
川
眞
二
）

身
近
な
活
動
で

会
員
参
加
を
高
め
る

大
阪
市
西
部
地
区

　

西
部
地
区
は
３
月
10
日
に

開
催
。
▽
協
会
活
動
や
共
済

制
度
の
魅
力
を
伝
え
会
員
を

増
や
す
こ
と
、
▽
身
近
で
役

に
立
つ
活
動
で
会
員
参
加
を

高
め
る
こ
と
―
―
な
ど
を
柱

に
し
た
新
年
度
活
動
計
画
と

予
算
を
確
認
し
た
。

　

講
習
会
は
医
科
系
疾
患
や

歯
内
療
法
を
取
り
上
げ
、
ス

タ
ッ
フ
対
象
に
接
遇
研
修
を

開
く
。
社
保
協
キ
ャ
ラ
バ
ン

へ
の
参
加
、
大
阪
市
と
の
協

議
の
ほ
か
、
地
域
で
歯
科
健

診
も
実
施
す
る
。
役
員
体
制

で
は
、
地
区
責
任
者
に
冨
本

昌
之
氏
を
選
び
、
評
議
員
・

地
区
役
員
を
選
出
し
た
。

議
案
を
承
認
し
た
。

　

18
年
度
に
取
り
組
ん
だ
患

者
負
担
増
反
対
署
名
で
は
、

会
員
訪
問
を
と
お
し
て
地
区

会
員
に
協
力
を
呼
び
か
け
、

地
区
内
か
ら
１
１
３
人
（
協

力
率
26
・
４
％
）
の
協
力
を

得
た
。
19
年
度
は
、
会
員
ニ

ー
ズ
に
も
と
づ
き
、
講
習
会

や
文
化
企
画
の
具
体
化
を
図

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

総
会
後
は
、
西
部
地
区
と

共
催
し
、
木
ノ
本
喜
史
氏

（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
臨
床
教
授
）
が
、「
初

心
に
戻
っ
て
臨
床
根
管
解
剖

を
極
め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
木
ノ
本
氏
は
治
療
す

る
上
で
根
管
の
形
態
を
理
解

す
る
重
要
性
を
強
調
し
、
根

管
の
解
剖
学
的
特
徴
を
解
説

し
た
。
60
人
が
参
加
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

喬
氏
（
高
槻
市
）
に
代
わ

り
、
新
た
に
黒
根
由
希
氏

（
茨
木
市
）
を
選
出
し
た
。

　

総
会
後
は
北
河
内
地
区
と

合
同
で
記
念
講
演
「
わ
く
わ

く
リ
グ
ロ
ス
学
習
会
」
を
開

い
た
。
講
師
の
藤
野
健
正
氏

（
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
理

事
）
は
、「
リ
グ
ロ
ス
の
登

場
で
歯
周
治
療
の
ゴ
ー
ル
が

変
わ
っ
た
」
と
強
調
。
豊
富

な
症
例
を
基
に
治
療
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
た
。
26
人
が

参
加
し
た
。

会
員
訪
問
で

署
名
を
呼
び
か
け

大
阪
市
南
部
地
区

　

南
部
地
区
は
３
月
10
日
に

開
催
。
18
年
度
の
活
動
総
括

・
収
支
、
19
年
度
の
活
動
方

針
・
予
算
、
役
員
体
制
の
各

運
動
の
力
で

子
ど
も
助
成
を
拡
充

南
河
内
地
区

　

南
河
内
地
区
は
３
月
23
日

に
開
催
。
18
人
が
参
加
し

た
。
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡

充
運
動
で
、
河
南
町
が
今
秋

か
ら
22
歳
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
を
決
め
た
こ
と
を
報
告
。

次
年
度
方
針
と
し
て
、
▽
病

・
診
連
携
、
医
科
・
歯
科
連

携
の
講
習
会
の
開
催
▽
子
ど

も
医
療
費
助
成
対
象
引
き
上

げ
に
向
け
た
行
政
や
議
会
へ

の
要
請
活
動
―
―
な
ど
を
確

認
し
た
。

１
医
院
５
筆
運
動
で

署
名
に
成
果三

島
地
区

　

三
島
地
区
は
３
月
23
日
に

大
阪
市
内
で
開
催
。
18
年
度

は
、
会
員
の
関
心
が
高
い
施

設
基
準
の
研
修
会
や
訪
問
診

療
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開

い
た
こ
と
を
報
告
。
患
者
負

担
増
反
対
署
名
で
は
、
１
医

院
５
筆
運
動
で
多
く
の
協
力

を
得
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

19
年
度
役
員
体
制
で
は
、

長
年
評
議
員
を
務
め
た
土
井

　

総
会
後
は
、
嶋
田
一
郎
氏

（
医
科
協
会
地
域
医
療
対
策

部
長
）
が
、「
認
知
症
・
寝

た
き
り
等
の
患
者
に
対
す
る

歯
科
訪
問
診
療
の
留
意
点
―

内
科
の
立
場
か
ら
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
嶋
田
氏
は
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア

・
リ
ハ
ビ
リ
の
重
要
性
に
触

れ
、
摂
食
嚥
下
障
害
の
原
因

と
な
る
疾
患
を
解
説
し
た
。

の
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
れ

ば
、
患
者
さ
ん
の
足
が
医
療

機
関
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
な
れ
ば
、
歯
科
医

院
に
と
っ
て
、
二
重
苦
、
三

重
苦
と
な
る
。
７
月
に
は
参

議
院
選
挙
が
あ
り
、
チ
ャ
ン

ス
は
あ
る
と
思
う
。
と
も
に

10
月
増
税
の
実
施
を
止
め
る

た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
た
。

　

同
日
、
保
団
連
が
衆
議
院

第
二
会
館
で
「
社
会
保
障
の

充
実
を
求
め
て
―
―
医
師
・

歯
科
医
師
の
現
場
の
声
を
聞

い
て
く
だ
さ
い
」
集
会
を
開

　

要
請
に
応
じ
た
大
門
実
紀

史
参
議
院
議
員
（
共
産
）

（
写
真
左
）
は
、「
増
税
後

も
社
会
保
障
は
一
貫
し
て
改

悪
さ
れ
て
き
た
。
社
会
保
障

目
的
の
消
費
税
増
税
な
ど
、

な
ん
の
根
拠
も
な
い
。
消
費

税
は
、
医
療
機
関
で
も
大
き

な
損
税
が
発
生
し
て
い
る
と

聞
く
。
増
税
に
よ
り
、
国
民

　

協
会
は
３
月
28
日
、
中
央
行
動
を
行
っ
た
。
下
井
戸
昭

介
監
事
を
は
じ
め
役
員
、
事
務
局
７
人
が
参
加
。
大
阪
選

出
の
議
員
ら
に
対
し
、「
患
者
負
担
の
引
き
下
げ
」「
10
月

か
ら
の
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
撤
回
」
を
訴
え
、
各
署
名

の
紹
介
議
員
の
承
諾
を
要
請
し
た
。

催
。
全
国
の
協
会
、
医
会
か

ら
医
師
・
歯
科
医
師
ら
１
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
中
西
幹
夫
理

事
が
発
言
に
立
ち
、
75
歳
以

上
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
に

つ
い
て
「
私
が
歯
科
医
師
に

な
っ
た
こ
ろ
高
齢
者
の
窓
口

負
担
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。
現

在
は
、
引
き
上
げ
ら
れ
、
歯

科
医
院
か
ら
足
が
遠
の
い
て

い
る
」
と
高
齢
者
の
負
担
増

に
反
対
し
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
と
訴
え
た
。

“おぢさん”の学習力咀 ⑩嚼玩味

天 野 敦 雄

大阪大学歯学研究科
教授　　　　　　　

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
密
や
か
な
愛

読
者
に
問
わ
れ
た
。「
せ
ん
せ

〜
、
あ
の
ネ
タ
、
い
つ
考
え
て
は

る
ん
で
す
か
？
」。
教
授
室
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
ア
イ
デ

ア
が
湧
く
の
は
大
抵
歩
い
て
い
る

時
な
の
だ
。
私
は
電
車
通
勤
。
駅

ま
で
歩
い
て
い
る
間
に
、
ア
イ
デ

ア
が
ぽ
ろ
り
と
こ
ぼ
れ
出
る
。
し

め
た
！
忘
れ
な
い
う
ち
に
と
、
電

車
に
乗
り
込
む
や
い
な
や
空
い
て

い
る
席
を
探
し
、
Ｐ
Ｃ
を
取
り
出

し
書
き
留
め
る
。
だ
が
寒
い
時

期
、
そ
の
前
に
右
手
の
手
袋
を
外

す
手
間
が
い
る
。
外
し
た
手
袋
は

ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
う
の
だ
が
、
何

し
ろ
急
い
で
い
る
の
で
、
失
敗
す

る
こ
と
も
あ
る
。
降
り
る
前
に
席

を
確
認
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
た

の
だ
が
、
こ
の
冬
、
相
手
を
無
く

し
た
左
手
袋
が
２
つ
、
我
が
家
で

寂
し
そ
う
に
し
て
い
る
。
お
ぢ
さ

ん
は
学
習
力
が
弱
い
の
だ
。

　

大
人
気
映
画
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー
。
流
行
に
乗
り
遅
れ
て

は
い
け
な
い
と
妻
を
誘
い
映
画
館

へ
。
２
人
で
映
画
は
平
成
に
な
っ

て
初
め
て
。
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
か

緊
張
の
な
せ
る
業
か
、
は
た
ま
た

飲
み
た
か
っ
た
だ
け
か
、
生
ビ
ー

ル
を
購
入
。
ま
さ
か
の
備
え
に
缶

酎
ハ
イ
も
購
入
（
ま
さ
か
の
時
っ

て
な
ん
だ
？
）。
満
を
持
し
て
の

鑑
賞
で
あ
っ
た
が
、
好
事
魔
多

し
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
佳
境
に
入
る

頃
、
あ
ろ
う
事
か
自
然
現
象
を
も

よ
お
し
た
。
私
の
席
は
列
の
真
ん

中
。
佳
境
の
中
、
さ
す
が
に
立
ち

上
が
る
の
は
憚
ら
れ
る
。
ま
だ
余

裕
が
あ
っ
た
。
あ
と
50
分
、
辛
抱

し
よ
う
。
し
か
し
、
ラ
ス
ト
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
至
る
頃
、
私
の
頭

の
中
は
「
頑
張
れ
、
耐
え
ろ
、
あ

と
少
し
」
の
３
つ
の
言
葉
が
周
回

状
態
。
我
慢
辛
抱
の
末
、
願
い
は

果
た
せ
た
が
、
気
付
け
ば
結
末
を

知
ら
な
い
。
妻
の
映
画
評
に
虚
し

い
相
槌
を
打
ち
な
が
ら
帰
途
に
就

い
た
。
映
画
館
に
お
酒
は
禁
忌
、

お
ぢ
さ
ん
は
学
習
し
た
。

　

や
が
て
私
に
挽
回
の
チ
ャ
ン
ス

が
や
っ
て
来
た
。
ト
ル
コ
へ
の
海

外
出
張
だ
（
遊
び
じ
ゃ
な
い
ぞ
、

学
会
講
演
だ
）。
や
っ
た
！
機
内

映
画
で
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
に
出
会
え

た
。
今
度
こ
そ
は
と
ま
ん
じ
り
と

も
せ
ず
ひ
た
す
ら
鑑
賞
に
励
ん

だ
。
１
時
間
半
経
過
。
主
人
公
に

自
己
投
射
を
し
な
が
ら
、
着
実
に

映
画
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
自
分

に
酔
っ
た
。
思
わ
ず
ワ
イ
ン
が
ス

ス
ム
君
。
そ
し
て
…
ド
ン
、
着
陸

の
鈍
い
振
動
で
目
が
覚
め
た
。
あ

っ
、
ま
た
や
っ
て
し
ま
っ
た
（
あ

あ
結
末
は
…
）。
お
ぢ
さ
ん
の
学

習
力
は
や
っ
ぱ
り
弱
い
。

　

下
等
生
物
は
学
習
は
遅
い
が
覚

え
る
と
忘
れ
な
い
。
高
等
生
物
は

学
習
は
早
い
が
忘
れ
る
の
も
早

い
。
お
ぢ
さ
ん
は
学
習
し
た
。
自

分
は
両
生
類
だ
と
。

　

協
会
各
地
区
組
織
は
３
月
、
総
会
を
開
き
、
２
０
１
８

年
度
活
動
や
収
支
報
告
を
報
告
し
、
19
年
度
の
方
針
・
予

算
、
役
員
体
制
を
決
め
た
。
総
会
後
は
記
念
講
演
を
開

催
。
各
地
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

次期活動や予算を承認
記念講演を開く

２
０
１
８
年
度

各
地
区
総
会


